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様式第1号(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和６年度 第２回 美幌町都市計画審議会 

開 催 日 時 
令和７年１月２１日（火） 

１４時００分 開会   １５時２０分 閉会 

開 催 場 所 美幌町役場 第１会議室 

出 席 者 氏 名 

【委員】 

味噌一郎、橋本美典、中川寿一、宮田博行、髙橋清、馬場博美、 

稲垣淳一、宮崎奈津江、渡部敏行 

【美幌町】 

平野浩司 

欠 席 者 氏 名 千葉正美、横山清美、大河原芳之 

事務局職員職氏名 遠國建設部長、森口建設課長、廣田建築主幹、中村都市整備Ｇ主査 

議 題 

１ 開会 

２ 町長挨拶 

３ 議案 

第１号 会長の互選について 

第２号 職務代理者の指名について 

４ 会議録署名委員の指名 

５ 協議事項 

第１号 美幌町コンパクトなまちづくり計画（案）について 

第２号 美幌町都市計画用途地域の変更（案）について 

第３号 美幌町都市計画準防火地域の変更（案）について 

第４号 美幌町都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更 

（案）について 

６ その他 

７ 閉会 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

非 公 開 の 理 由 
(会議を非公開とした場合) 

－ 

傍 聴 人 の 数 
（会議を公開した場合） 

 ３名（報道機関） 

資 料 の 名 称 

・美幌町コンパクトなまちづくり計画（案） 

・美幌町コンパクトなまちづくり計画（案）【概要版】 

・美幌町都市計画用途地域の変更（案） 

・美幌町都市計画準防火地域の変更（案） 

・美幌町都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（案） 

会議録の作成方針 

□録音テープを使用した全部記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 
   

（別紙） 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

 

 

遠國部長 

 

 

 

平野町長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

味噌会長 

 

 

 

 

味噌会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲垣委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎委員 

 

 

 

 

１ 開会 

 

・開会挨拶、委嘱状交付 

 

２ 町長挨拶 

 

・町長挨拶 

 

３ 議案 

・議案第１号 会長の互選 

 

司会 遠國建設部長 

・委員互選により、会長は味噌委員で決定 

 

・会長挨拶 

（町長退席） 

 

・議案第２号 職務代理者の指名について 

 

・会長指名により、職務代理者は橋本委員で決定 

 

４ 会議録署名委員の指名 

 

５ 協議事項 

・第１号 美幌町コンパクトなまちづくり計画（案）について 

 

（資料に基づき事務局より内容説明） 

（以下質疑応答） 

 

・町民説明会の説明資料は、概要版を活用されるのか。 

・特にどの部分を説明、ご理解いただきたいと考えるか。 

（事務局回答） 

・説明資料は、一昨年の町民説明会同様、概要版をもう少しわかりや

すい内容で整理した資料を別途検討している。 

・将来のまちの地図を示すことが重要と考える。３つの拠点と居住誘

導区域を示し、様々な施策を織り交ぜ、集約していく考えをお伝え

したい。その積み重ねにより、美幌町が住みやすい、住み続けたい

まちへつながっていくものと考える。 

 

・誘導施策のうち空き家の利活用について、移住体験住宅の整備に係

る補助金は、農地に建てるような要件だったと思うが、本計画との

整合・庁内における調整などはいかがか。 
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馬場委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員一同 

 

 

 

 

 

 

宮崎委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

中川委員 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局回答） 

・移住体験住宅整備は、移住者が田舎暮らしを体験したいという点に

加え、旅館業となる民泊施設として住宅の運用を考えたときに住居

系の用途地域よりは、郊外部の空き家の利活用を優先する考えを持

っているが、住宅リフォーム制度など持ち家対策は、ご意見のとお

り、居住誘導区域内での整備支援を優先すべきと考える。 

 

・観光交流センターの整備イメージを改めてお聞きしたい。 

・集会・交流施設のうち、積極的に誘導を図る施設は何を想定してい

るか。 

（事務局回答） 

・広域幹線道路である国道が交差する利便性を活かすことは、令和５

年度に実施した企業立地アンケートで、民間事業者からも交通量を

意識した商圏と立地を重視していることに加えて、拠点整備にあた

っては、官民連携した取り組みから、そういった視点をもって検討

したいという趣旨になる。 

・中心拠点のうち、国道交差点付近に観光交流センターを誘導したい

という趣旨となる。 

 

・第２号 美幌町都市計画用途地域の変更（案）について 

・第３号 美幌町都市計画準防火地域の変更（案）について 

 

意見なし 

 

 ・第４号 美幌町都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（案）

について 

（資料に基づき事務局より内容説明） 

（以下質疑応答） 

 

・稲美工業団地について、どういった業種の需要が高いのか。 

（事務局回答） 

・１次関連産業が中心。近隣市町からの農産物の集約と、ＪＲ輸送中心

からトラック輸送を通じた釧路港への輸送へシフトしていることが

主な要因と考える。網走港は、冬期間の流氷の兼ね合いで利用できな

いため、それら含めた当該地の優位性は高い。更に釧路港への短絡ル

ートとしては、国道２４３号であり、その沿線上にある当該地の優位

性は高いものと思われる。 

 

・津別など複数農協で構成される広域連が、当該地に工場を集約する

方向で進んでいることや、オホーツク管内の豆を集約する施設が出

来るなど、今後更にこの地域が伸びるのではないかという点は、今

説明のあった通り。 

 （事務局回答） 

・管内の全ての燃料は、釧路港から国道２４３号を通じて配送されて

いることや、農機具についても釧路港から国道２４３号を通じて、

当該地などに配送されている状況。 
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髙橋委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

味噌会長 

 ・立地適正化計画の策定と同時に都市マスの改定も行われているとい

う、大変難しい仕事を短期間で皆さんの意見を頂きながら、まとめら

れたことは敬意に値すると思う。 

・都市マスと立地適正化計画は似て非なるものである。立地適正化計画

は、都市マス、区域マスというマスタープランの流れから来ているも

のではなく、実行プランを念頭に立てられた計画である。都市マスの

施策や、立地適正化計画の誘導施策などは、委員の皆様も後ほどしっ

かりとご確認いただきたい。 

・立地適正化計画について３点お話する。立地適正化計画は、まちなか

に居住誘導区域を設定し、集約する一方で、郊外部にはあまり誘導策

が働かないという弱点がある。今後は、郊外部と中心部をバランスよ

く計画していくことが重要である。立地適正化計画ができれば、都市

計画の全てが解決するものではなく、今後バランスも今後検討する必

要がある。 

・２点目は、計画書のタイトルの通りコンパクトがメインとなっている

が、国はコンパクト＆ネットワークを推進している。今後ネットワー

ク部分を検討しなければならない。それが公共交通なのか、公共交通

以外の移動のネットワークなのか、市町村ごとに考えはあると思う

が、基本は公共交通のネットワークに被せていくことが大事であり、

決してコンパクト化することだけでまちが成り立つ訳ではないため、

コンパクト＆ネットワークというところを押さえていただきたい。立

地適正化計画に加え、公共交通網の形成計画、防災計画の積み重ねが

まちづくりと考える。 

・３点目は、計画の施策を実行し、評価段階に入ると、KPIやアウトカ

ムだけを見ようとする傾向にある。まちづくりなので、ナラティブ評

価（物語性の評価）の評価として捉えるべき。まちづくりは、色々な

ことが関連して一つの物語となり、一つのまちになる。そのプロセス

の中で、何を実施すべきかを町民に説明できなければならない。数字

上８０％達成しましたではなく、その数値がまちづくりにどう物語と

して反映されていくのかという点を考えていただき、町民にお示しい

ただきたい。 

・立地適正化計画制度ができて１０年になる。国土交通省は昨年末、立

地適正化計画の実効性を向上させるための検討会が開かれ、立地プラ

スという提言書が出されている。全国１７００自治体のうち、立地適

正化計画を策定した自治体は、今年度末で７００自治体ほどになる。

国土交通省の目標は達成しているが、プラスということは、より実効

性を高めるべきという問題意識を持っており、会長からお話のとお

り、どう実行していくのかがポイントとなる。そのためには、各部局

との調整・連携が重要で、行政と民間、関係団体含め、どう巻き込み、

共創していくのかがポイントになり、皆さまには、計画策定後も見守

っていただければと思う。 

 

６ 閉会 

 

（会長による閉会挨拶） 

 


